
 

 

 

 

耳やきこえに関する研修会へのご参加ありがとうございました 

 

 １１月６日（木）、当校主催で「耳やきこえに関する研修会」を実施しました。聴覚障害教育が 

ご専門の上越教育大学の坂口嘉菜先生にご講演いただき、オンラインで行いました。 

受講を希望した方と後日の YouTuｂe配信を含めると、約２００名の方から受講していただきました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

・聴覚障害の基礎知識、語彙力や推論の力を育てる

こと、合理的配慮を求める力を育てることなど、多岐

にわたる内容で大変充実していました。 

・難聴児の抱える困難さや、支援者に必要な視点を

学ぶことができました。子どもの頃から難聴に気付

き、適切な支援をすることで本人の力を伸ばすこと

ができると思いました。 

・難聴を学んでいる初心者でしたが分かりやすいお

話でした。健聴のお子さんの発達支援を行う上でも

参考になる内容でした。 

・本校には現時点で聴覚障害に生徒は在籍していま

せんが、特別支援教育を担当する者として、必要な

知識だと感じました。 

・支援の方法を具体的にお話しいただき、とても分か

りやすかったです。 

・すぐに実践に役立つヒントがあったこと、うれしく思

いました。 

 

 

 

きこえについての相談は随時受け付けています。いつでもお気軽にご連絡ください。 

 

～坂口嘉菜先生の講演「聴覚障害の理解と生活・学習の支援」の内容～ 

○聴覚障害の基本的理解と支援（耳の仕組み、難聴の種類、補聴機器、具体的配慮、聞こえ方のイメージ等） 

○小学校以降の課題（静かに困っている子どもたち、「できる」と「分かる」の違い、教育制度の落とし穴等） 

○言語指導の観点から（「視覚情報を示せばよい」ではない、豊かな経験の中での言葉かけ、９歳の壁等） 

○自己理解の観点から（「合理的配慮を求める側」へ、「自立を目指す」「自分を知る」、自己決定を支える等） 

参加された方からの感想や要望 

～「耳やきこえに関する研修会」アンケート結果～ 

１ 開催時期（11 月６日）について       適当→ １００％ 

 ２ 研修の内容について  とても良かった・良かった →  ９０％ 

 ３ 当日の運営について  とても良かった・良かった → １００％ 

 

 

 

来年度も、 

6月：幼児支援の会、   ７・８月：夏のきこえ相談会、  11月頃：耳やきこえに関する理解研修会 

を実施の予定です。よろしくお願いいたします。 

発行 令和８年１月 新潟県立長岡聾学校 支援部 


